
■概要

西日本高速道路株式会社(以下、NEXCO西
日本)は近畿から沖縄まで西日本エリアを事
業範囲とし、27社のグループ会社と共に生
活・経済活動に欠かせない重要インフラであ
る高速道路の機能・サービスを間断なく提供
している。
NEXCO西日本は高速道路インフラを支える
ための保全点検や補修・清掃など維持作業
の生産性を向上させるための現場業務支援
ツールとなるタブレットシステムを開発した。
本システムの開発に当たってはNEXCO西日
本グループ会社の西日本高速道路エンジニ
アリング関西株式会社と、西日本高速道路エ
ンジニアリング九州株式会社(以下、NEXCO
エンジニアリング九州)が共同で開発した。

■課題

NEXCO西日本は3,500km以上に及ぶ高速
道路を維持・管理の対象としており、管理用
の平面図の整備や橋梁・トンネル等の道路
構造物の情報についてはデータベース化を

行っている。また基本点検、詳細点検といっ
た点検情報や補修工事のような工事履歴
情報など高速道路を維持するための日々の
業務内容についてもデータベース化し管理を
してきた。
しかし、グループ会社ごとに独立した現場シ
ステムやアプリが存在し、業務単位で動作環
境や機材が異なることで、既存の設備や点
検データベースとの連携が不完全といった
課題が想定された。そこで道路事業に関わる
NEXCO西日本グループ全体で利用可能な
統一的な現場ツールの開発が求められた。
NEXCO西日本は、自社で利用するタブレッ
トシステムの開発に合わせて、グループ会社
の各種業務にも対応できる現場業務の革新
ツールとして本システムの開発をスタートした。

■ArcGIS活用の経緯

多様な現場業務に対応できるツールには、
位置図や平面図といった現場図面(地図)の
確認や、距離標（キロポスト）によって管理さ
れる各種データの図面上への展開と地図上
での重ね合わせといったGIS特有の機能が

P R O F I L E

P R O F I L E

組織名：西日本高速道路株式会社
住所：〒530-0003
        大阪市北区堂島1-6-20

組織名：西日本高速道路エンジニアリング
           関西株式会社
住所：〒567-0032
        大阪府茨木市西駅前町5-26

組織名：西日本高速道路エンジニアリング
           九州株式会社
住所：〒810-0073
        福岡市中央区舞鶴1-2-22
問合せ先：	事業推進本部
	 技術開発部　技術開発課　
	 東 氏・北原 氏
電話番号：092-285-1669

使用製品
ArcGIS Runtime
ArcGIS Enterprise

課題
・グループ会社ごとに独立した現場システムと

アプリが存在
・業務単位で異なる動作環境と機材
・既存の設備や点検データベースとの連携が

不完全

導入効果
・グループの各社が今後のアプリ開発に利用

可能な共通基盤を開発

「現場へはこれ1台」持ち出せば業務が行える
プロフェッショナルツールの構築

NEXCO西日本タブレットシステムの開発

＞ ビジネス ＞ 道路
活用事例

西 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社
西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社
西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社

高速道路を維持する様々な現場業務



求められることが多い。
蓄積された現場業務の結果(データベース)
は、災害時などの突発的な対応や他業務で
の利用に柔軟かつ簡便に対応できるような
仕組みが求められる。
また、システムは様々な現場業務を対象とす
るため、将来に渡ってハードウェアやOSなど
の環境変化に対応できることや既存のデー
タベースシステムとも連携できる柔軟性・拡
張性も必要とされる。
これらの要件を基本的な機能として満たし
ており、これまでもNEXCOエンジニアリン
グ九州で開発・利用してきた現場業務支援
ツール（eQ野帳）にて採用された実績のある
ArcGISが本システムにおける地理情報対応
の核として選定された。

■課題解決手法

本システムは次のような方向性をもって開発
されている。
・	グループ各社が今後のアプリ開発に利用
可能な仕組みとするためのタブレット共通
基盤の整備

・	様 な々業務シーンを想定したデザインコン
セプトと、視認性・操作性が高く安心感の
あるシステムを目指した画面設計ルール

本システムは、地図や位置情報と連動した
各種機能がタブレット上で利用できるアプリ
基盤と、図面管理や点検補修といった各種
データベースを管理する外部システムと連携
するためのタブレット共通基盤サーバーから
構成される。
現場利用されるアプリ基盤はArcG IS 
Runtimeで構築した。基本的な機能として、
位置情報付きの写真を撮影するカメラ機
能、指定したエリアに入るとメッセージを表
示するアラート機能、目的地の位置を図面上
で指し示すナビゲーション機能、橋梁名等の
道路構造物といった目標物を絞り込み検索
できる地図検索機能などを備える。

タブレット共通基盤サーバーはArcGIS 
Enterpriseを利用した。既存の図面管理シ
ステムなど外部データベースから業務に必
要なデータを取り出し、タブレットPCに取り
込むための機能など、ポータルとして必要な
各種の機能を備えている。

■効果

本システムは2020年（令和2年）10月より試
行導入を始めた。グループ会社全体で利用
できる基本機能と、各業務に特化して現場
業務を支援する業務専用アプリ機能が搭載
されている。
期待される導入効果は、次のようなものが考
えられる。
・	事前準備なしで直ちに現場へ行くことが
できる

・	現地までのスムーズな誘導と点検モレ防止
・	管理用平面図上に自己位置を表示させる
ことによる、現場記録ミスの防止
・	写真整理等の内業が効率化されることに
よる、報告の迅速化

■今後の展望

今後はニーズの大きな業務から順次、共通
基盤上で動作する個別業務向けのアプリ開
発を行っていく。今後の開発ターゲットとなっ
ている業務は次の通りである。
・	監督業務
・	保全点検
・	維持作業
・	交通管理

また、タブレット共通基盤サーバーについて
も、日常点検などのデータや写真情報から帳
票を作成する帳票出力機能などの機能追加
や、システム連携機能の拡充が実施される予
定となっている。
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